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要 旨

日本で情報システム学（Information Systems）を研究する主な学会には，日本情報経営学会，

経営情報学会，更に新しい情報システム学会がある。特に前 2者は会員の重複も多く研究内

容が似ている。しかし詳細に観察すると論文の掲載方針や掲載論文の性格など，それぞれ特

色がある。本稿では両学会の最近の学会誌及びその掲載論文を，世界の代表的な情報システ

ム学雑誌である Journal of Association for Information Systems を基準に参照分析の方法で

定量的に比較することにより，両学会誌の特色を考察する。本稿の結果は日本の情報システ

ム学研究者が研究成果を発表しようとする時，発表先選定において参考として利用できる。

Abstract

There are some academic journals to publish Japanese academic research papers of

Information Systems. Among them, Journal of Information andManagement issued by Japan

Society for Information and Management（JSIM）, and Japan Society for Management

Information Journal that was issued by the Japan Society for Management Information

（JASMIN）are main outlets. They are similar in terms of research area and the membership

overlap to a large extent. But there are some differences between the two. A citation analysis

is conducted quantitatively to find the difference. Journal of Association for Information

Systems that is issued by AIS is employed as the measurement anchor.

キーワード：学会誌，日本情報経営学会，経営情報学会，情報システム学会，参照分析

Keywords : academic journals, JSIM, JASMIN, ISSJ, citation analysis

１．IS 学の諸学会

多くの研究分野がそうであるように，情報

システム学（Discipline of Information Sys-

tems: IS 学）という学問領域についても様々

な解釈がある。Hirscheim（2003）によれば，

最も基本的な定義と思しきものは Keen

（1987）の「IS 研究の使命は，組織や社会にお

ける情報技術の効果的設計，提供，利用，そ
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してその影響の研究」である。また Lee

（2001）は「技術システムと社会システムが相

互作用した時に現れる現象の研究」と定義し

ている。これらを情報システム学の定義とす

るならば，日本でこれに近い研究目的を持つ

学会としては，日本情報経営学会（JSIM），

経営情報学会（JASMIN），そして情報システ

ム学会（ISSJ）がある。

これらの学会の主旨や目的により上記を確

認しよう。JSIMのビジョン（2007）には「情

報システムにかかわる理論と実践，研究と実

務，基礎と応用，技術と人間などの有機的相

互関係が学際的に展開される」とある。

JASMINの目的（2008）には「経営情報にか

かわる諸問題の研究および応用」とある。そ

して ISSJ の目的（2008）も「人間中心の情報

システムを志向し，ビジネス・研究領域の融

合や情報システム人材の育成」とある。何れ

にも，キーワードである情報システムあるい

は経営情報が含まれている。以上から目的は

重複していると理解できるが，同時に微妙な

違いがあることも感じられる。

JSIM は，1979 年秋に設立されたオフィ

ス・オートメーション学会（Japan Study

Society for Office Automation: JSSOA）時代

を含めると歴史が 30 年以上あり，最も長い。

JASMIN は 1992 年 4月 1 日の設立で，JSIM

ほど歴史は長くないが，会員数で最大規模で

ある。ISSJ は急速に拡大しつつあるが，平成

17 年 4 月 23 日設立でまだ設立後 6年と歴史

が浅い。他方，世界最大の情報システム学会

は AIS（Association for Information Sys-

tems）であり，我が国にもその支部（chapter）

として JPAIS（Japan AIS）がある。しかし

日本の支部はまだ規模が小さい。

これらの学会は情報システム学またはその

古い名前である経営情報学や経営情報システ

ム学を中心テーマに掲げている。情報システ

ム研究者はこの何れかの学会誌に研究成果を

発表すると共に，これらの学会誌が掲載する

研究論文を参照する。JSIM，JASMIN，ISSJ

は学会誌を刊行している。JSIM は日本情報

経 営 学 会 誌（Journal of Information and

Management: JIM）を，JASMINも経営情報

学会誌（Journal of the Japan Society for

Management Information JJASMIN），そし

て ISSJ も情報システム学会誌（Journal of

Information System Society of Japan: JISSJ）

を定期刊行している。JIM と JJASMIN は季

刊である。しかし ISSJ は歴史が浅く，規模

が小さいこともあり，季刊には至らず，既発

表論文数もまだ少ない。論文は 2006 年に 1

本，2007 年 0 本，そして 2008 年に 7本，2009

年と 2010 年１）にそれぞれ 2 本という程度で

ある。

類似の学会が複数あれば研究成果を発表す

る発表先が複数あることになるので，発表機

会は豊富になる。しかし IS 学研究者はその

研究論文をどこに投稿するかで迷う。JSIM

と ISSJ は投稿者を会員に限定しているのに

対して，JASMINは誰でも投稿できる。

国際的な IS 学の中心学会は AIS（Associ-

ation for Information Systems）である。その

他にも Information Resource Management

Association（IRMA）等，多少の学会はある。

しかし AIS は規模が抜群に大きく，多数の

学会を吸収してさらに拡大しつつある。例え

ば 1986年に設立された IAIM（International
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Academy for Information Management）は，

2002 年 12月にAIS の教育研究部門（Special

Interest Group of Education: SIG-ED）になっ

た（IAIM,2008）。AIS は Journal of Associa-

tion for Information Systems（JAIS）という

論文誌と Communication of Association for

Information Systems（CAIS）というコミュ

ニケーション誌をウェブにて毎月刊行してい

る。

投稿先選定要素の一つはその学会及び学会

誌の性格である。日本の上記 3学会は何れも

情報システム関連の論文を受け付けており，

学会の目的も重複している。しかし学会及び

学会誌の性格は微妙に異なる。3 学会を知る

ある研究者は筆者に，JSIM は組織科学

（Organization Sciences:OS）指向で JASMIN

は経営科学（Management Sciences: MS）指

向であり，ISSJ はコンピュータ科学（Compu-

ter Sciences: CS）指向であると言う。情報シ

ステム学がこれらの融合領域である（Culnan

& Swanson, 1986）ことを考えると，歴史的

経過や会員構成の違いなどでこれらの何れか

に偏ることは容易に考えられる。そうである

ならば投稿論文の性格によって，例えばそれ

が経営・組織科学的であれば JIMに，経営工

学的であれば JJASMIN に，コンピュータ科

学的であれば JISSJ に投稿する，ということ

になるであろう。しかし本当にそうであるの

かどうかについては，まだ確認されていない。

先に紹介したある研究者の評価は彼の主観的

評価であり，これには具体的な裏付けはない。

２．研究仮説

本稿は上記の問題意識に基づき，各学会誌

の性格を統計的参照分析（statistical citation

analysis）の方法により確認することを目的

にする。但し，ISSJ は前記のように刊行数も

既発表論文数も少ないので，統計的に論ずる

ことはできない。故に，ISSJ を外し，JIMと

JJASMIN の 2学会誌について統計的参照分

析を行う。

AIS, JSIM, JASMIN は何れも情報システ

ムを研究する学会なので，掲載論文の参照先

は似てくる。当然正の相関があると思われ

る。故に仮説 1（H1）は次のようになる。

H1: JAIS, JIM, JJASMIN の参照学術誌別

の参照数には相関がある。

JIM も JJASMIN も季刊誌で年 4号発行さ

れるが，論文 1 本当たりの紙幅制約は JIM

のほうが厳しく，刷り上がりで上限 10頁に

限定されている２）。これに対して JJASMIN

は紙幅制限が緩く，和文原稿で 15 頁程度と

なっている。このため，論文 1本当たり平均

頁数は JJASMIN のほうが多く，1号当たり

の平均掲載論文数は JIM のほうが多い。参

照文献数は論文 1本当たりの平均頁数に比例

すると考えられるので，論文 1本当たりで見

ると JJASMIN のほうが多いが，掲載論文数

は JIMのほうが多いので，1号当たりで見る

とほぼ同じ程度になると思われる。

JIMでは査読済論文の他，査読なし論文も

掲載されるのに対して，JJASMIN は査読済

論文と査読済研究ノートだけである。査読な

し論文よりも査読済論文のほうが文献参照も
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慎重に行われていると推定される。以上か

ら，論文 1本当たりの参照文献数について次

の仮説 2 が導出できる。

H2: JJASMIN は JIM よりも論文 1 本当た

りの参照文献数が多い。

前章で紹介したように，JSIM は組織科学

指向で JASMIN は経営工学指向であり，

ISSJ はコンピュータ科学指向であるとする

意見がある。これを第 3仮説とする。

H3: JIM は組織科学の参照文献が多く，

JJASMINは経営工学の参照文献が多い。

AIS はどちらの性格が強いかは不明である。

しかし本研究では JAIS を IS 学研究誌の基

準としているので，本稿ではこれが基準と考

える。

３．過去の研究

統 計 的 参 照 分 析（statistical citation

analysis）の方法は海外の情報システム研究

では決して珍しい方法ではない。Culnan &

Swanson（1986）はMIS 分野の 271 論文の参

照分析を実施し，MIS が OS, MS, CS の 3 関

連分野よりもまだ独立性が低いことを実証し

ている。

Wade（2006）等は参照分析を使い，IS 学

は潜在的にはその可能性があるが，現状では

まだ独立の学問領域とはなっていないことを

示している。彼らの研究によると，現在はま

だ経営学の一分野と認識できる状況である。

しかし同時に発表された Grover等（2006）

の研究では，やはり参照分析の方法を使って，

IS 学が独立の学問分野として自立しつつあ

り，関連学問 5分野（OS，MS，CS，マーケ

ティング，経済学）のうち，OS，MS，CS に

対して IS 学は顕著な貢献を始めていると主

張している。

他方日本では，情報システム分野における

参照分析による研究は，筆者の知る限り例が

見られない。上記 2学会誌についての統計的

参照分析は，筆者の知る限り過去に例がない。

４．研究方法

JAIS は既に 12巻となった。IS 学の世界

最大学会の月刊誌ということで，既発表論文

数も多い。筆者の時間制約から全ての巻を参

照することはできなかったので，今回の研究

では 9巻の 1〜4号を採用した。情報システ

ムのように技術進歩の早い分野では，時間の

経過による研究テーマや参照先の変化が早い

と思われる。そこでそれ以前のものを参考に

しなかったという意味もある。数えると 9巻

の 1〜4号までで論文 12 本になる。これらの

参考文献から学術雑誌に限って数え上げた。

JAIS は全て査読済論文で，情報システム分

野では最も権威ある論文誌である。このた

め，文献参照も慎重に行われており，論文 1

本当たり平均参照文献数は多い。

対応する日本情報経営学会誌（JSIM）及び

経営情報学会誌（JJASMIN）についても，ほ

ぼ比肩し得る英文参照数を得るという基準で

直近の刊行巻を選定した。何れも和文論文誌

なので和文参考文献が多い。しかし本稿では

JAIS との比較が研究目的なので，和文参考

文献は除外した。前者については 3 年分の

26〜28 号，後者についても同様に 3 年分の

14〜16 号を採用した。但し日本情報経営学

日本の情報システム学研究
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会誌の 26 巻 4号は手元にないので除外した。

これらについても参照されている英文学術雑

誌のみを数え上げた。数え上げた論文数は日

本情報経営学会誌で 121 論文，経営情報学会

誌で 58 論文である。但し編集者の巻頭言に

も英文学術雑誌の参照がある。これらは 2頁

程度であるが 1本の論文として数え，その参

考文献を参照文献数に加算している。また，

研究ノートも同様に扱っている。

上記のデータによると，JAIS は月刊であ

るが 1 号当たりの掲載数が平均 3 本と少な

い。日本の 2誌は季刊であるが，JIMでは論

文当たりの紙幅が少なく 1号あたり平均 11.3

本の論文が掲載される。これに対して

JJASMIN も季刊であるが，論文当たりの紙

幅は多く，1号あたりの論文数は平均 4.8 本

と少ない。

上記 3誌に掲載された論文が参照する英文

学術誌の参照論文数を数え上げ，これについ

て統計的分析を行った。総じて JIM では論

文 1本の紙幅が薄い分だけ参照英文学術雑誌

論文数は少なく，JJASMIN は論文 1 本が厚

い分だけ参照英文学術雑誌論文数は多い。し

かし JIMでは掲載論文数でカバーして，1 号

当たりの参照論文数は，表 1のようにむしろ

多くなっている。

５．データ分析

上記の方法で数え上げた参照論文数は 243

種類，JAIS で延べ 395 本，JIM で 219 本，

JJASMINで 314 本であった（表 1）。

本稿で研究対象とする 3学術誌が掲載する

各論文は，多数の学術誌の多数の論文を参照

している。この関係を図示すると図 1のよう

になる。

図 1で左側の論文 1本当たりの参照数平均

と標準偏差は表 2のようになる。これで見る

と，JAIS, JIM, JJASMIN それぞれ 32.9，2.56，

4.17 である。JAIS は英文誌なのでやはり多

い。表 2 のように，JIM と JJASMIN では平

均参照文献数が見かけ上異なる。この差が有

意であるかどうかを検証するために，まず等

分散性検定（F 検定）を行うと標準偏差は有

意に異なった（F = 1.40, p = 0.0038）。故にこ

れを前提とする平均値の差の検定を行うと，

両者の参照数の差は有意であった（t = 2.13, p

= 0.018）。これから，仮説 2（H2）は裏付けら

れ，JJASMIN のほうが JIM よりも参照文献

数は多いことが分かった。

Culnan& Swanson（1986）の研究結果では，

論文 1 本当たりの参照論文数は平均 27.9 本，

標準偏差 19.1 本であった。本稿の JAIS では

論文 1 本当たりの参照文献数の平均は 32.9

本で，標準偏差が 23.5本（表 2）になった。

平均 5本増えている。等分散性検定では F =
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参照文献数論文数号巻学会誌

表 1 分析データの概要

21958123JJASMIN

314121113JIM

図 1 学術誌の参照関係



1.5138 となり有意水準 1％で等分散と言えな

い。よって Welch の検定を行うと，Culnan

& Swanson（1986）の結果と本稿の JAIS の

結果では参照文献数の平均値の差は有意であ

る（t = 3.02, p = 0.001）。情報化の進展によ

り，参照文献数は今日では当時（1980 年-

1984 年）よりも多くなっていると言える。

前記の 3 学術誌の参考文献別件数の

Pearson 相関，すなわち図 1 で右側の相関を

取ると表 3のようになった。相関係数は全て

正で p = 0.000 で有意である。故に仮説 1

（H1）が採択される。すなわち JAIS，JIM，

JJASMIN の参照雑誌別の参照数には有意

（全て p = 0.000）な相関がある。つまり何れ

も同じ学術誌を参照する傾向がある。同じ分

野の学術誌なので，当然予想される結果であ

る。3 つの学術誌は全て同じ分野の学術誌で

あることが統計的にも確認された。

JAIS とその他 2 学術誌の相関係数が 0.

2992 と 0.3171 というように近いことから，

JIM も JJASMIN も，JAIS との参照先類似

性の程度はほぼ同じであることが分かる。ま

た，JASMIN と JSIM との相関係数が 0.4561

と大きいので，日本の研究者には欧米の研究

者と異なる参照先の偏りがあることが分か

る。つまり日本の IS 学者が参照するものは，

海外の AIS の学者が参照するものと多少

違っていると推定される。JAIS が世界全体

の平均であることを考えれば，これに比べて

日本の学者の参照先が多少偏っていること

は，当然予想されることである。

JAIS に投稿する研究者が参照する学術誌

の上位 14 誌は降順に表 4 である。最も多い

のは IS 分野の老舗であるMIS Quarterly で，

2 位以下を大きく引き離している。2 位が

Management Science，3 位が Information

Systems Research，4 位 が Journal of

Management Information Systems であっ

た。そして 5 位に Communications of the

ACM が入っている。表 4 にあるのは何れも

代表的な IS 学術誌である。

同表では JIM と JJASMIN の参照数も掲

載 し て い る。Grover 等（2006）は MIS

Quarterly，Information Systems Research，

Journal of Management Information Systems

が IS 分野におけるトップ 3学術誌であると

述べている。しかし JIM で Information

Systems Research の，JJASMINで Informa-

tion Systems Research と Journal of Manage-

ment Information Systems の参照数が少な

いのが特徴的である。

同様に，今度は JJASMIN の主要参照学術

誌を降順に並べると，上位 14 誌は表 5のよ

うになる。同表では JAIS と JIM の参照数も

掲載している。表 4 と比べると，Harvard

Business Review，Organizational Behavior

and Human Decision Processes や European

Journal of Operational Research の参照が多

日本の情報システム学研究
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2.564.1732.9平均値

JIMJJASMINJAIS

表 2 論文当たりの参照文献数

3.845.1423.5標準偏差

10.2992JJASMIN

JIMJJASMINJAIS

表 3 3 変数の Pearson 相関係数

10.45610.3171JIM



いこと，より広い学術分野の学術誌，例えば

経済学の Quarterly Journal of Economics や

生産管理分野の International Journal of

Production Economics が入っていることが

特徴的である。JJASMIN は MS指向という

意見があることを前記したが，表 5の結果を

見ると，組織論分野その他の関連学術分野の

学術誌もあり，参照先にはもっと広がりがあ

東京経大学会誌 第 272 号

― 53 ―

2

13262MIS Quarterly

8

JIMJJASMINJAIS学術雑誌

Administrative Science Quarterly

表 4 JAIS で参照される学術雑誌

Information Technology and People

8

017Econometrica

Academy of Management Review

5526Information Systems Research

5

61028Management Science

Decision Support Systems

19165Harvard Business Review

4

206European Journal of Information Systems

2

007

013Journal of the Association for Information Systems

0

11518Journal of Management Information Systems

1

1627Organization Science

12

19915Communications of the ACM

0

0

19165Harvard Business Review

Quarterly Journal of Economics

JIMJJASMINJAIS学術雑誌

046Journal of Personality and Social Psychology

表 5 JASMINJ で参照される学術雑誌

18Journal of Management Information Systems

5553Strategic Management Journal

251International Journal of Production Research

15

440International Journal of Production Economics

0European Journal of Operational Research

9

040Journal of Business Venturing

64Sloan Management Review

5526Information Systems Research

115

61028Management Science

0110Organizational Behavior and Human Decision Processes

19915Communications of the ACM

17



るように見える。

今度は JIM で参照される学術雑誌を降順

にリストすると上位 14 誌は表 6のようにな

る。Strategic Management Journal の参照数

が非常に多く，Harvard Business Review と

Communications of the ACM が同数の 2 位

になっている。Organization Science も 4位

で参照が多い。JIM は組織や経営戦略への

指向が強いと推測できる。また，トップ 14

雑誌のうちにマーケティングの学術誌が 2

つ，す な わ ち Journal of Marketing と

Journal of Marketing Research が入っている

の が 特徴的 で あ る。同 表 で は JAIS と

JJASMINの参照数も掲載している。

前記の仮説 3 は，JIMは OS指向的であり，

JJASMIN は MS指向的であるという仮説で

あった。以上の結果から前半についてはその

通りと推測できそうである。しかし後半につ

いては，そう断定できないように思える。表

5 のうち，明らかに MS 指向と言えるのは

European Journal of Operational Research程

度である。

仮説 3 を更に統計的に検証するためには，

表 4から表 6に含まれている各学術誌がどの

分野であるかを明示しなければならない。

Grover等（2006）は各分野の代表的学術誌を

表 7のように分類している。しかし表 4から

表 6にはこれ以外の学術誌も含まれている。

これらに含まれていて表 7に含まれていない

学術誌の中には，分類が難しく評価の分かれ

そうなものもある。故に，仮説 3については

上記の部分的な結論に止めたい。

６．まとめ

本稿では，日本における IS 学分野の学会

として JSIM，JASMIN，ISSJ の 3学会を認

識した。これらのうち，前 2者の学術誌 JIM
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と JJASMIN に掲載された最近の論文につい

て参照分析を実施した。また IS 学分野の主

要国際学会である AIS のウェブ学術誌 JAIS

についても同様の分析を行い，これを基準と

して JIM と JJASMIN に掲載される論文の

参照先を評価した。

本研究ではまず，JAIS を IS 学分野の基準

とした場合，JIM と JJASMIN の掲載論文の

参照文献が JAIS 掲載論文の参照文献と有意

な正の相関を持つことを明らかにし，何れも

IS 学分野の学術誌と考えられると述べた（仮

説 1）。しかし同時に，日本の上記 2学術誌に

は JAIS とは異なる参照傾向もあることが，

同時に認められた。

次に，JIM と JJASMIN を比較した時，

JJASMIN のほうが JIM よりも参照文献数は

多いことを明らかにした（仮説 2）。これには

2つ理由があることを示した。第一に，JIM

は JJASMIN よりも紙幅制約が厳しく，論文

当たりの紙幅が JJASMIN よりも有意に小さ

いからである。第二の理由は，JJASMIN で

は全て査読済の論文または研究ノートにある

のに対して，JIMでは招待論文や査読なし論

文が含まれているためである。

総じて査読なし論文よりも査読済論文の方

が品質は高い。JJASMIN のように全て査読

済であれば，学術誌としての品質も向上し，

学界における評価・信用も高まると思われる。

しかし招待論文や査読なし論文にもそれなり

の意味がある。投稿はないけれど重要なテー

マや，ある分野についての論文を学会誌に掲

載し会員を啓発したい場合には，招待論文も

必要かもしれない。また，投稿者が何らかの

理由で研究成果を早く公開したいという場合

には，査読を経ていると刊行までに時間がか

かるので，査読なしでというニーズもあるか

もしれない。故にどちらのポリシーが良いと

は一概に言えない。それぞれ一長一短であろ

う。

JSIM，JASMIN，ISSJ の各学会がそれぞれ
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OS，MS，CS指向的であるという意見がある。

本稿では仮説 3として，これらのうち前 2 者

について，各刊行学術誌すなわち JIM と

JJASMIN の掲載論文の参照分析結果を行

い，果たしてそう言えそうかどうかを検討し

た。表 4 から表 6の検討から，JSIM につい

ては確かにその傾向がありそうな結果となっ

たが，JASMINについてはもっと広がりがあ

りそうな印象を得た。

Culnan& Swanson（1986）も述べるように，

学会誌に掲載される論文が特定の分野に偏っ

ているのは，その学会の特徴とその学術分野

の独自性（identity）を示す上で意味のあるこ

とであろう。他方，掲載する論文に広がりが

あるということは，学会の多様性を示してい

ると共に，将来の学術分野の広がり期待や，

研究の学際的発展には望ましいかもしれな

い。JJASMIN の 場 合 に は，投 稿 者 が

JASMIN会員に限定されない。このため，会

員の多様性以上に JJASMIN には多様性が出

てくる。この点も上記の結果に影響している

かもしれない。

本研究の成果は，日本の IS 学研究者が研

究成果を発表しようとする時に，どの学会誌

に投稿するかを判断する場合の参考資料とな

る。前記のように日本では IS 学の学術誌は

3つある。どれに投稿するかは，学会誌の評

判や採択可能性（投稿資格や採択率），投稿者

の事情の他に，その学会誌の性格による。総

じて自分の研究に近い論文が多数採択されて

いる学会誌であれば，自分の投稿論文がより

良く評価される可能性が高い。また，採択さ

れて掲載された場合に，読者に読まれ高い評

価を得て参照される可能性が高い。故に，最

適な発表先の選択は重要である。

更に本研究の成果は，IS 研究者が日本の学

術誌から必要な文献を探す場合，どの分野の

研究であればどの学術誌から探すべきかを判

断する場合の指針にもなる。今回は JIM に

ついてのみ特徴が見えたが，後述するように

より厳密な研究を行えば，その他の学術誌に

ついても傾向を見ることができるかもしれな

い。

７．研究の限界と今後の研究方向

本稿には以下の限界がある。第一に，本稿

では JSIM や JASMIN は IS 学の学会である

という前提の基に議論を進めた。筆者はこの

根拠を各学会が公開している学会の目的に求

めた。しかし両学会の会員全てがそう理解し

ているとは限らない。そうは思っていない会

員も，何れにおいても少なからずいるであろ

う。学会の目的をどのように解釈するかは解

釈の問題であり，字句解釈のウェイトの置き

方の違いによって，異なる解釈が当然あり得

る。

第二に，IS 学とは何かについて本稿では明

言していない。ただ単に，AIS が IS 学の世

界最大の学会であることを根拠に，その基幹

学会誌 JAIS 掲載論文を IS 学研究論文の基

準として利用した。IS 学の定義については

様々な意見がある（Avison & Elliot, 2006; 小

幡, 2006）。またそれは情報技術や社会環境

の進化に伴い，歴史的にも変化している

（Avison & Elliot, 2006; Culnan & Swanson,

1986）。これについての検討は別の研究機会

に譲りたい。
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第三に，採用した論文数は決して十分とは

言えない。本研究では表 1に示した範囲の論

文しか分析に使っていない。厳密な結論を出

すためにはもっと多くの論文を含めるべきで

ある。仮説 3 で JIM と JJASMIN の特徴を

抽出するためには，十分な数ではない。しか

し筆者の時間制約により，今回は表 1の範囲

にデータ収集を止めて分析した。次の機会に

はより多くの論文からデータを集めて検証し

たい。

第四に，日本での IS 学の学会として 3つ

を抽出したが，ISSJ を検証から外した。

JISSJ で公開された論文がまだ少ないことが

理由である。この結果，本稿で提示した仮説

3 を ISSJ については検証できなかった。

JISSJ で十分な数の論文が集まったら，同様

の分析を再度実施してみたい。

第五に，本研究のアプローチで仮説 3にあ

る各学会の指向性を検証するためには，参考

文献の指向性を明別しなければならない。こ

れを実施する上で Culnan& Swanson（1986）

の方法が参考になる。しかし筆者の時間的制

約と，Culnan& Swanson（1986）には具体的

な各学術誌の区別についての情報掲載がな

かったことのために，今回はそこまでできな

かった。機会を見て分析方法を研究し，日本

についても比較可能な研究をしてみたい。

謝辞

本研究は東京経済大学からの研究助成（09-13）

の成果であり，助成に感謝する。

注

１）2011 年 2月現在

２）投稿規程には「学会誌掲載頁数で 6〜10頁

を標準の長さとする」と記載されている。

参 考 文 献

小幡孝一郎（2006）「IS 研究のコア特性を巡る議

論（その 1）」，『情報システム学会誌』Vol.1, No.

1, pp. 18-23, http: //www. yy. ics. keio. ac.

jp/issj/Vol1_No1/A3.pdf.（2008 年 7月 15日）

経営情報学会（2008）「経営情報学会の目的」（http:

//www. jasmin. jp/summary/about/index.

html）（2008 年 7月 14 日）

情報システム学会（2008）「情報システム学会」

（http://issj.nuis.jp/issj/object.html）（2008 年

7月 14 日）

日本情報経営学会（2007）「学会のビジョン」（http:

//wwwsoc. nii. ac. jp/oa/about/vision. html）,

（2008 年 7月 14 日）

Avison, D. & S. Elliot（2006）“Scoping the

Discipline of Information Systems,” in King, J.

L. & K. Lyytinen,（Eds.）Information Systems:

The State of the Field, John Wiley & Sons Ltd.,

pp.3-18.

Culnan, M.J. and E.B. Swanson（1986）“Research

in Management Information Systems, 1980-

1984: Points of Work and References,” MIS

Quarterly, vol.10, no.3, pp.288-302.

Grover, V., et. al.（2006）“A Citation Analysis of

the Evolution and State of Information

Systems within a Constellation of Reference

Discipline,” Journal of the Association for

Information Systems, May, vol.7 no.5, pp.270-325.

Hirschheim, Rudy（2003）“Crisis in the IS Field?

A Critical Reflection on the State of the

Discipline,” Journal of the Association for

Information Systems, Vol.4, No.5, pp.237-293.

IAIM（2008）“AIS SIG-ED: IAIM International

Academy for Information Management,”（http:

//www.iaim.org/）,（2008 年 7月 14 日）

Keen, P.（1987）“MIS Research: Current Status,

Trends, and Needs,” In Buckingham, R.,

東京経大学会誌 第 272 号

― 57 ―



Hirschheim, R., Land F. and Tully, C.（Eds.）

Information Systems Education: Recommendations

and Implementation, Cambridge University

Press, Cambridge, pp.1-13.

Lee, Allen. S.（2001）“Editorial,”MIS Quarterly, vol.

25, no.1, pp.iii-vii.

Wade, M., M. Biehl,&H. Kim（2006）“Information

Systems is Not a Reference Discipline（And

What We Can Do About It）,” Journal of

Association for Information Systems, May, Vol.7,

No.5 pp.247-269.

2011 年 6月 7日受領

日本の情報システム学研究

― 58 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


